
ほ場の均平化により自動操舵装置の操作性能向上。生育データを他の生産者に共有し、栽培管理に活かすことで収益性アップ

生産方式革新実施計画の概要 2026年5月21日認定

申請者：
株式会社お米の家倉（滋賀県長浜市）

対象品目：
水稲

スマート農業技術：
栽培管理システム、自動操舵装置（トラクターへの装着）、
収量センサ付きコンバイン

新たな生産方式：
①ほ場の均平化により、自動操舵トラクターの操作性能を
向上
②栽培管理システム及び収量センサ付きコンバインにより取
得したデータの共有・分析を通じた次年度の栽培管理の
改善

活用を計画している支援措置：
補助事業の優遇措置

近畿
エリア 自動作業

管理作業

情報活用

管理作業

株式会社お米の家倉

データ
共有・分析

他の生産者

品質・収量の向上

適正な栽培管理、
効率的な可変施肥

労働生産性の向上

操作性能の向上

ほ場の均平化

労働生産性の向上効果の増大

自動操舵
（トラクター）

栽培管理
システム

収量センサ付き
コンバイン

画像提供：(株)ニコン・トリンブル 画像提供：東海近畿クボタ


	既定のセクション
	スライド 0

	起案決裁添付用
	スライド 1


